
快挙︕古川シニアフェローがガストンプランテメダル受賞 
  
2017 年 6 月 13 日から 16 日に、ブルガリアのゴールデンサンズリゾートで開催された第 10 回鉛蓄

電池国際会議 LABAT2017「International Conference on Lead-Acid Batteries 」において、
古川淳シニアフェロー・博⼠（理⼯学）が「THE GASTON PLANTÉ MEDAL」を受賞しました。この
賞は、LABAT が３年に⼀度、鉛蓄電池の研究・技術・開発の発展に最も貢献した研究者、技術者⼜
は団体を選び、その功績を讃えるために、鉛蓄電池の発明者であるガストン・プランテの名を冠して創設
した賞です。今回は、古川シニアフェローと Dr．Papazov の２名に授与されましたが、古川シニアフェロ
ーの受賞は、日本人では京都大学の⽵原善⼀郎名誉教授が2005年に授与されて以来⼆人目という
快挙です。なお、古川シニアフェローは 2009 年に電気化学会技術賞・棚橋賞を、2015 年に日本イオ
ン交換学会技術賞を受賞し、2018 年にはα/βソサエティのメンバーに選ばれています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上⼆枚は同⾏者撮影、下⼆枚は LABAT 委員会提供 


